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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　可溶性の眼用装着物であって、

　眼に装着可能な眼用第１装着物の前面に装着する可溶性の装着手段を備え、

　装着下で前記装着手段の溶解速度が当該眼用装着物よりも遅いことを特徴とする眼用装

着物。

【請求項２】

　請求項１において、

　前記装着手段は、被吸着対象との間に形成される室内を陰圧にして被吸着対象に吸着す

る吸着手段であることを特徴とする眼用装着物。

【請求項３】

　請求項１において、

　前記装着手段は、１又は複数の吸盤構造を有する吸着手段であることを特徴とする眼用

装着物。

【請求項４】

　眼に装着可能な可溶性の眼用第１装着物の前面に装着される可溶性の眼用装着物であっ

て、

　装着下で当該眼用装着物の溶解速度が前記眼用第１装着物よりも速いことを特徴とする

眼用装着物。

【請求項５】
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　 可 溶 性 の 眼 用 装 着 物 で あ っ て 、

　 眼 球 と の 間 に 形 成 さ れ る 室 内 を 陰 圧 に し て 眼 球 に 吸 着 す る 可 溶 性 の 吸 着 手 段 を 備 え 、

　 装 着 下 で 前 記 吸 着 手 段 の 溶 解 速 度 が 当 該 眼 用 装 着 物 よ り も 遅 い こ と を 特 徴 と す る 眼 用 装

着 物 。

【 請 求 項 ６ 】

　 可 溶 性 の 眼 用 装 着 物 で あ っ て 、

　 １ 又 は 複 数 の 吸 盤 構 造 を 有 し 、 眼 球 に 吸 着 す る 可 溶 性 の 吸 着 手 段 を 備 え 、

　 装 着 下 で 前 記 吸 着 手 段 の 溶 解 速 度 が 当 該 眼 用 装 着 物 よ り も 遅 い こ と を 特 徴 と す る 眼 用 装

着 物 。

【 請 求 項 ７ 】

　 請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か １ 項 に お い て 、

　 薬 剤 又 は サ プ リ メ ン ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 眼 用 装 着 物 。

【 請 求 項 ８ 】

　 可 溶 性 の 眼 用 第 ２ 装 着 物 が 前 面 に 装 着 さ れ 、 眼 に 装 着 可 能 な 可 溶 性 の 眼 用 装 着 物 で あ っ

て 、

　 装 着 下 で 当 該 眼 用 装 着 物 の 溶 解 速 度 が 前 記 眼 用 第 ２ 装 着 物 よ り も 遅 い こ と を 特 徴 と す る

眼 用 装 着 物 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 薬 剤 供 給 眼 用 器 具 及 び こ れ に 適 用 さ れ る 眼 用 器 具 並 び に 眼 用 装 着 物 に 係 り 、

特 に 、 薬 剤 の 使 い 切 り や 変 更 等 へ の 対 応 及 び 薬 剤 の 供 給 に 好 適 な 薬 剤 供 給 眼 用 器 具 、 眼 用

器 具 及 び 眼 用 装 着 物 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 ２ 記 載 の コ ン タ ク ト レ ン ズ が 知 ら れ て い る 。

　 特 許 文 献 １ 記 載 の コ ン タ ク ト レ ン ズ は 、 原 料 樹 脂 内 に 薬 剤 を 混 入 し た コ ン タ ク ト レ ン ズ

で あ っ て 、 装 用 す る と 眼 に 薬 用 効 果 を 与 え る も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 特 許 文 献 ２ 記 載 の コ ン タ ク ト レ ン ズ は 、 含 水 性 ソ フ ト コ ン タ ク ト レ ン ズ ２ 枚 で シ ー ト 状

の 薬 物 を 挟 み 込 み 、 そ れ を 装 用 す る こ と に よ っ て 、 薬 物 が コ ン タ ク ト レ ン ズ 内 の 水 分 （ 涙

液 も 含 む ） に 溶 け 出 し 眼 に 供 給 さ れ る よ う に し た も の で あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 公 昭 ４ ８ － ９ ９ ９ １ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ６ － ２ ７ ３ ７ ０ ２ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ 記 載 の コ ン タ ク ト レ ン ズ に あ っ て は 、 薬 剤 を 使 い 切 っ た 場 合

は 、 コ ン タ ク ト レ ン ズ と し て の 光 学 的 な 機 能 が 損 な わ れ て い な い の に 交 換 を 余 儀 な く さ れ

る こ と が あ る 。 ま た 、 他 の 薬 剤 を 用 い た い 場 合 も 、 他 の 薬 剤 を 混 入 し た 新 た な コ ン タ ク ト

レ ン ズ を 用 意 し な け れ ば な ら な い 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 ま た 、 特 許 文 献 ２ 記 載 の コ ン タ ク ト レ ン ズ に あ っ て は 、 ２ 枚 の コ ン タ ク ト レ ン ズ で 薬 剤

を 挟 み 込 ん で い る た め 、 コ ン タ ク ト レ ン ズ の 境 目 か ら し か 薬 剤 の 成 分 が 供 給 さ れ ず 、 薬 剤

を 効 果 的 に 供 給 で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 技 術 の 有 す る 未 解 決 の 課 題 に 着 目 し て な さ れ た も
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の で あ っ て 、 薬 剤 の 使 い 切 り や 変 更 等 へ の 対 応 及 び 薬 剤 の 供 給 に 好 適 な 薬 剤 供 給 眼 用 器 具

、 眼 用 器 具 及 び 眼 用 装 着 物 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 〔 発 明 １ 〕 　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 発 明 １ の 薬 剤 供 給 眼 用 器 具 は 、 眼 に 装 着 可 能

な 眼 用 器 具 と 、 装 着 手 段 を 有 す る 薬 剤 と を 備 え 、 前 記 装 着 手 段 が 前 記 眼 用 器 具 に 装 着 し て

前 記 薬 剤 が 前 記 眼 用 器 具 に 装 着 さ れ る 薬 剤 供 給 眼 用 器 具 で あ っ て 、 前 記 眼 用 器 具 は 、 前 記

装 着 手 段 が 装 着 可 能 な 装 着 領 域 を 有 し 、 瞳 孔 領 域 を 開 口 す る 孔 が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 こ の よ う な 構 成 で あ れ ば 、 装 着 手 段 が 装 着 領 域 に 装 着 し 、 薬 剤 が 眼 用 器 具 に 装 着 さ れ る

。 装 着 さ れ た 薬 剤 が 溶 け 出 す と 、 結 膜 等 の 部 位 に そ の 成 分 が 供 給 さ れ る ほ か 、 眼 用 器 具 に

は 瞳 孔 領 域 を 開 口 す る 孔 が 形 成 さ れ て い る の で 、 孔 を 通 過 し て 瞳 孔 周 辺 の 部 位 に も そ の 成

分 が 供 給 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 こ こ で 、 眼 用 器 具 を 眼 に 装 着 す る 態 様 と し て は 、 眼 用 器 具 を 眼 に 直 接 装 着 す る こ と 、 眼

と の 間 に １ 又 は 複 数 の 媒 体 （ 例 え ば 、 部 材 ） を 介 在 さ せ て 眼 用 器 具 を 眼 に 間 接 的 に 装 着 す

る こ と が 含 ま れ る 。 以 下 、 発 明 ９ の 眼 用 器 具 に お い て 同 じ で あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 ま た 、 眼 用 器 具 は 、 人 又 は 動 物 の 眼 球 に 装 着 可 能 な 器 具 と し て 、 よ り 具 体 的 に は 、 眼 球

に 形 状 適 合 性 を 有 す る 曲 面 状 又 は 眼 球 の 表 面 形 状 に 沿 っ た 球 面 形 状 の 器 具 と し て 構 成 す る

こ と が で き る 。 以 下 、 発 明 ９ の 眼 用 器 具 に お い て 同 じ で あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 ま た 、 装 着 手 段 と し て は 、 例 え ば 、 眼 用 器 具 及 び 薬 剤 の 一 方 （ 薬 剤 ） に 装 着 の た め の 構

成 （ 例 え ば 、 吸 盤 構 造 ） を 設 け 、 薬 剤 の 当 該 構 成 が 眼 用 器 具 に 装 着 す る 構 成 と し て 実 現 す

る 場 合 、 眼 用 器 具 及 び 薬 剤 の 両 方 に 装 着 の た め の 構 成 （ 例 え ば 、 吸 盤 構 造 ） を 設 け 、 そ れ

ぞ れ が 雄 及 び 雌 の よ う に 対 応 し て 装 着 す る 構 成 と し て 実 現 す る 場 合 が 含 ま れ る 。 後 者 の 場

合 は 、 薬 剤 に 設 け た 装 着 の た め の 構 成 が 装 着 手 段 に 対 応 す る 。 以 下 、 発 明 ９ の 眼 用 器 具 に

お い て 同 じ で あ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ま た 、 眼 用 器 具 と し て は 、 例 え ば 、 眼 用 デ バ イ ス 、 薬 剤 供 給 補 助 具 及 び 矯 正 具 が 含 ま れ

る 。 眼 用 デ バ イ ス と し て は 、 例 え ば 、 （ １ ） 眼 に 対 し 情 報 の 提 供 を 行 う デ バ イ ス 、 （ ２ ）

眼 に 関 す る 情 報 の 収 集 を 行 う デ バ イ ス 、 （ ３ ） 眼 の 外 側 に 対 し 情 報 の 提 供 を 行 う デ バ イ ス

、 （ ４ ） 眼 の 外 側 に 関 す る 情 報 の 収 集 を 行 う デ バ イ ス 、 （ ５ ） 眼 に 対 し 機 能 の 維 持 、 回 復

若 し く は 付 与 又 は 作 用 を 行 う デ バ イ ス 、 及 び （ ６ ） 眼 の 外 側 に 対 し 機 能 の 付 与 又 は 作 用 を

行 う デ バ イ ス が 含 ま れ る 。 こ れ ら の う ち （ ３ ） の 機 能 と し て は 、 例 え ば 、 認 証 装 置 等 に 対

し 認 証 情 報 を 投 影 す る 機 能 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 眼 用 デ バ イ ス と し て は 、 例 え ば 、 （ １ ）

光 学 デ バ イ ス （ 例 え ば 、 レ ン ズ 、 光 フ ァ イ バ ー 、 光 導 波 路 、 光 ア イ ソ レ ー タ 、 半 導 体 レ ー

ザ ） 、 及 び （ ２ ） 電 子 デ バ イ ス （ 例 え ば 、 カ メ ラ 、 投 影 機 、 セ ン サ ） が 含 ま れ る 。 以 下 、

発 明 ９ の 眼 用 器 具 に お い て 同 じ で あ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 〔 発 明 ２ 〕 　 さ ら に 、 発 明 ２ の 薬 剤 供 給 眼 用 器 具 は 、 発 明 １ の 薬 剤 供 給 眼 用 器 具 に お い

て 、 前 記 装 着 領 域 は 、 装 着 時 に 眼 瞼 裏 側 に 位 置 す る 領 域 で あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 こ の よ う な 構 成 で あ れ ば 、 装 着 領 域 に 薬 剤 を 装 着 す る と 、 装 着 さ れ た 薬 剤 が 溶 け 出 し 眼

瞼 裏 側 の 部 位 に そ の 成 分 が 供 給 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 〔 発 明 ３ 〕 　 さ ら に 、 発 明 ３ の 薬 剤 供 給 眼 用 器 具 は 、 発 明 １ の 薬 剤 供 給 眼 用 器 具 に お い

て 、 前 記 装 着 領 域 は 、 装 着 時 に 結 膜 に 位 置 す る 領 域 で あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 こ の よ う な 構 成 で あ れ ば 、 装 着 領 域 に 薬 剤 を 装 着 す る と 、 装 着 さ れ た 薬 剤 が 溶 け 出 し 結
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膜 等 の 部 位 に そ の 成 分 が 供 給 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 〔 発 明 ４ 〕 　 さ ら に 、 発 明 ４ の 薬 剤 供 給 眼 用 器 具 は 、 発 明 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ の 薬 剤

供 給 眼 用 器 具 に お い て 、 前 記 孔 は 、 角 膜 領 域 を 開 口 す る 孔 で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 〔 発 明 ５ 〕 　 さ ら に 、 発 明 ５ の 薬 剤 供 給 眼 用 器 具 は 、 発 明 ４ の 薬 剤 供 給 眼 用 器 具 に お い

て 、 前 記 孔 の 幅 は 、 前 記 孔 の 高 さ よ り も 大 き く な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 〔 発 明 ６ 〕 　 さ ら に 、 発 明 ６ の 薬 剤 供 給 眼 用 器 具 は 、 発 明 ４ 及 び ５ の い ず れ か １ の 薬 剤

供 給 眼 用 器 具 に お い て 、 前 記 孔 に お い て 装 着 時 に 正 面 を 向 い た 角 膜 の 中 心 に 位 置 す る 基 準

点 か ら 上 端 ま で の 長 さ は 、 当 該 基 準 点 か ら 下 端 ま で の 長 さ よ り も 大 き く な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 〔 発 明 ７ 〕 　 さ ら に 、 発 明 ７ の 薬 剤 供 給 眼 用 器 具 は 、 発 明 １ 乃 至 ６ の い ず れ か １ の 薬 剤

供 給 眼 用 器 具 に お い て 、 前 記 孔 の 縁 と 前 記 眼 用 器 具 の 外 周 と の 間 の 領 域 の 幅 は 、 開 眼 時 に

露 出 す る 左 右 結 膜 の 一 方 の 横 方 向 の 長 さ よ り も 狭 く な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 〔 発 明 ８ 〕 　 さ ら に 、 発 明 ８ の 薬 剤 供 給 眼 用 器 具 は 、 発 明 １ 乃 至 ７ の い ず れ か １ の 薬 剤

供 給 眼 用 器 具 に お い て 、 前 記 装 着 手 段 は 、 前 記 装 着 領 域 に 吸 着 す る 吸 着 手 段 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 こ の よ う な 構 成 で あ れ ば 、 吸 着 手 段 が 装 着 領 域 に 吸 着 し 、 薬 剤 が 装 着 さ れ る 。

　 こ こ で 、 吸 着 と は 、 吸 い つ く こ と を い い 、 例 え ば 、 吸 着 箇 所 が 外 界 よ り も 陰 圧 と な っ て

吸 い つ く こ と が 含 ま れ る 。 以 下 、 吸 着 の 概 念 に つ い て は 同 じ で あ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ま た 、 吸 着 手 段 と し て は 、 例 え ば 、 眼 用 器 具 及 び 薬 剤 の 一 方 （ 薬 剤 ） に 吸 着 の た め の 構

成 （ 例 え ば 、 吸 盤 構 造 ） を 設 け 、 薬 剤 の 当 該 構 成 が 眼 用 器 具 に 吸 着 す る 構 成 と し て 実 現 す

る 場 合 、 眼 用 器 具 及 び 薬 剤 の 両 方 に 吸 着 の た め の 構 成 （ 例 え ば 、 吸 盤 構 造 ） を 設 け 、 そ れ

ぞ れ が 雄 及 び 雌 の よ う に 対 応 し て 吸 着 す る 構 成 と し て 実 現 す る 場 合 が 含 ま れ る 。 後 者 の 場

合 は 、 薬 剤 に 設 け た 吸 着 の た め の 構 成 が 吸 着 手 段 に 対 応 す る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 〔 発 明 ９ 〕 　 一 方 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 発 明 ９ の 眼 用 器 具 は 、 発 明 １ 乃 至 ８ の

い ず れ か １ の 薬 剤 供 給 眼 用 器 具 に お け る 前 記 薬 剤 を 装 着 可 能 で 且 つ 眼 に 装 着 可 能 な 眼 用 器

具 で あ っ て 、 前 記 装 着 手 段 が 装 着 可 能 な 装 着 領 域 を 有 し 、 瞳 孔 領 域 を 開 口 す る 孔 が 形 成 さ

れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 〔 発 明 １ ０ 〕 　 さ ら に 、 発 明 １ ０ の 眼 用 器 具 は 、 発 明 ９ の 眼 用 器 具 に お い て 、 前 記 装 着

領 域 は 、 装 着 時 に 眼 瞼 裏 側 に 位 置 す る 領 域 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 〔 発 明 １ １ 〕 　 さ ら に 、 発 明 １ １ の 眼 用 器 具 は 、 発 明 ９ の 眼 用 器 具 に お い て 、 前 記 装 着

領 域 は 、 装 着 時 に 結 膜 に 位 置 す る 領 域 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 〔 発 明 １ ２ 〕 　 さ ら に 、 発 明 １ ２ の 眼 用 器 具 は 、 発 明 ９ 乃 至 １ １ の い ず れ か １ の 眼 用 器

具 に お い て 、 前 記 孔 は 、 角 膜 領 域 を 開 口 す る 孔 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 〔 発 明 １ ３ 〕 　 さ ら に 、 発 明 １ ３ の 眼 用 器 具 は 、 発 明 １ ２ の 眼 用 器 具 に お い て 、 前 記 孔

の 幅 は 、 前 記 孔 の 高 さ よ り も 大 き く な っ て い る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 〔 発 明 １ ４ 〕 　 さ ら に 、 発 明 １ ４ の 眼 用 器 具 は 、 発 明 １ ２ 及 び １ ３ の い ず れ か １ の 眼 用

器 具 に お い て 、 前 記 孔 に お い て 装 着 時 に 正 面 を 向 い た 角 膜 の 中 心 に 位 置 す る 基 準 点 か ら 上

端 ま で の 長 さ は 、 当 該 基 準 点 か ら 下 端 ま で の 長 さ よ り も 大 き く な っ て い る 。

【 ０ ０ ３ １ 】
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　 〔 発 明 １ ５ 〕 　 さ ら に 、 発 明 １ ５ の 眼 用 器 具 は 、 発 明 ９ 乃 至 １ ４ の い ず れ か １ の 眼 用 器

具 に お い て 、 前 記 孔 の 縁 と 外 周 と の 間 の 領 域 の 幅 は 、 開 眼 時 に 露 出 す る 左 右 結 膜 の 一 方 の

横 方 向 の 長 さ よ り も 狭 く な っ て い る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 〔 発 明 １ ６ 〕 　 一 方 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 発 明 １ ６ の 眼 用 装 着 物 は 、 眼 に 装 着

可 能 な 眼 用 装 着 物 で あ っ て 、 角 膜 領 域 を 開 口 す る 孔 が 形 成 さ れ 、 前 記 孔 の 幅 は 、 前 記 孔 の

高 さ よ り も 大 き く な っ て い る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 こ こ で 、 眼 用 装 着 物 を 眼 に 装 着 す る 態 様 と し て は 、 眼 用 装 着 物 を 眼 に 直 接 装 着 す る こ と

、 眼 と の 間 に １ 又 は 複 数 の 媒 体 （ 例 え ば 、 部 材 ） を 介 在 さ せ て 眼 用 装 着 物 を 眼 に 間 接 的 に

装 着 す る こ と が 含 ま れ る 。 以 下 、 発 明 １ ７ の 眼 用 装 着 物 に お い て 同 じ で あ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 ま た 、 眼 用 装 着 物 は 、 人 又 は 動 物 の 眼 球 に 装 着 可 能 な 物 と し て 、 よ り 具 体 的 に は 、 眼 球

に 形 状 適 合 性 を 有 す る 曲 面 状 又 は 眼 球 の 表 面 形 状 に 沿 っ た 球 面 形 状 の 物 と し て 構 成 す る こ

と が で き る 。 以 下 、 発 明 １ ７ の 眼 用 装 着 物 に お い て 同 じ で あ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 ま た 、 眼 用 装 着 物 と し て は 、 例 え ば 、 眼 用 デ バ イ ス 、 薬 剤 供 給 補 助 具 、 矯 正 具 、 薬 剤 、

サ プ リ メ ン ト 及 び 磁 性 流 体 が 含 ま れ る 。 眼 用 デ バ イ ス と し て は 、 例 え ば 、 （ １ ） 眼 に 対 し

情 報 の 提 供 を 行 う デ バ イ ス 、 （ ２ ） 眼 に 関 す る 情 報 の 収 集 を 行 う デ バ イ ス 、 （ ３ ） 眼 の 外

側 に 対 し 情 報 の 提 供 を 行 う デ バ イ ス 、 （ ４ ） 眼 の 外 側 に 関 す る 情 報 の 収 集 を 行 う デ バ イ ス

、 （ ５ ） 眼 に 対 し 機 能 の 維 持 、 回 復 若 し く は 付 与 又 は 作 用 を 行 う デ バ イ ス 、 及 び （ ６ ） 眼

の 外 側 に 対 し 機 能 の 付 与 又 は 作 用 を 行 う デ バ イ ス が 含 ま れ る 。 こ れ ら の う ち （ ３ ） の 機 能

と し て は 、 例 え ば 、 認 証 装 置 等 に 対 し 認 証 情 報 を 投 影 す る 機 能 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 眼 用

デ バ イ ス と し て は 、 例 え ば 、 （ １ ） 光 学 デ バ イ ス （ 例 え ば 、 レ ン ズ 、 光 フ ァ イ バ ー 、 光 導

波 路 、 光 ア イ ソ レ ー タ 、 半 導 体 レ ー ザ ） 、 及 び （ ２ ） 電 子 デ バ イ ス （ 例 え ば 、 カ メ ラ 、 投

影 機 、 セ ン サ ） が 含 ま れ る 。 以 下 、 発 明 １ ７ の 眼 用 装 着 物 に お い て 同 じ で あ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 〔 発 明 １ ７ 〕 　 さ ら に 、 発 明 １ ７ の 眼 用 装 着 物 は 、 眼 に 装 着 可 能 な 眼 用 装 着 物 で あ っ て

、 角 膜 領 域 を 開 口 す る 孔 が 形 成 さ れ 、 前 記 孔 に お い て 装 着 時 に 正 面 を 向 い た 角 膜 の 中 心 に

位 置 す る 基 準 点 か ら 上 端 ま で の 長 さ は 、 当 該 基 準 点 か ら 下 端 ま で の 長 さ よ り も 大 き く な っ

て い る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 以 上 説 明 し た よ う に 、 発 明 １ の 薬 剤 供 給 眼 用 器 具 に よ れ ば 、 装 着 手 段 に よ り 薬 剤 が 眼 用

器 具 に 装 着 さ れ る の で 、 薬 剤 と 眼 用 器 具 と の 組 み 合 わ せ を 選 択 又 は 変 更 等 す る こ と が で き

る 。 し た が っ て 、 特 許 文 献 １ 記 載 の コ ン タ ク ト レ ン ズ に 比 し て 、 薬 剤 の 使 い 切 り や 変 更 等

へ の 対 応 が 容 易 と な る 。 ま た 、 結 膜 等 の 部 位 及 び 瞳 孔 周 辺 の 部 位 に 薬 剤 の 成 分 が 供 給 さ れ

る の で 、 特 許 文 献 ２ 記 載 の コ ン タ ク ト レ ン ズ に 比 し て 、 薬 剤 を 効 果 的 に 供 給 す る こ と が で

き る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 さ ら に 、 発 明 ２ の 薬 剤 供 給 眼 用 器 具 に よ れ ば 、 眼 瞼 裏 側 に 位 置 す る 装 着 領 域 を 有 し て い

る の で 、 眼 瞼 裏 領 域 に 薬 剤 を 装 着 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 さ ら に 、 発 明 ３ の 薬 剤 供 給 眼 用 器 具 に よ れ ば 、 結 膜 に 位 置 す る 装 着 領 域 を 有 し て い る の

で 、 結 膜 領 域 に 薬 剤 を 装 着 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 さ ら に 、 発 明 ４ の 薬 剤 供 給 眼 用 器 具 に よ れ ば 、 眼 用 器 具 に は 角 膜 領 域 を 開 口 す る 孔 が 形

成 さ れ て い る の で 、 角 膜 へ の 干 渉 が 生 じ る 可 能 性 又 は 度 合 い を 低 減 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 さ ら に 、 発 明 ５ の 薬 剤 供 給 眼 用 器 具 、 又 は 発 明 １ ３ の 眼 用 器 具 に よ れ ば 、 眼 球 の 動 き 量
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は 上 下 方 向 よ り も 左 右 方 向 の 方 が 大 き い の で 、 孔 の 幅 を 孔 の 高 さ よ り も 大 き く す る こ と で

角 膜 へ の 干 渉 が 生 じ る 可 能 性 又 は 度 合 い を 低 減 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 さ ら に 、 発 明 ６ の 薬 剤 供 給 眼 用 器 具 、 又 は 発 明 １ ４ の 眼 用 器 具 に よ れ ば 、 眼 球 の 上 下 方

向 の 動 き 量 は 下 方 向 よ り も 上 方 向 の 方 が 大 き い の で 、 基 準 点 か ら 上 端 ま で の 長 さ を 基 準 点

か ら 下 端 ま で の 長 さ よ り も 大 き く す る こ と で 角 膜 へ の 干 渉 が 生 じ る 可 能 性 又 は 度 合 い を 低

減 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 さ ら に 、 発 明 ７ の 薬 剤 供 給 眼 用 器 具 に よ れ ば 、 孔 の 縁 と 眼 用 器 具 の 外 周 と の 間 の 領 域 の

幅 が 狭 く な っ て い る の で 、 装 着 時 に 当 該 領 域 が 目 立 ち に く く 、 見 た 目 の 違 和 感 が 少 な い 。

ま た 、 当 該 領 域 が 角 膜 に 位 置 す る 場 合 は 、 当 該 領 域 が 幅 広 の 構 成 に 比 し て 、 角 膜 へ の 酸 素

透 過 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 さ ら に 、 発 明 ８ の 薬 剤 供 給 眼 用 器 具 に よ れ ば 、 吸 着 手 段 に よ り 薬 剤 が 眼 用 器 具 に 装 着 さ

れ る の で 、 薬 剤 と 眼 用 器 具 と の 組 み 合 わ せ を 選 択 又 は 変 更 等 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 一 方 、 発 明 １ ６ の 眼 用 装 着 物 に よ れ ば 、 眼 球 の 動 き 量 は 上 下 方 向 よ り も 左 右 方 向 の 方 が

大 き い の で 、 孔 の 幅 を 孔 の 高 さ よ り も 大 き く す る こ と で 角 膜 へ の 干 渉 が 生 じ る 可 能 性 又 は

度 合 い を 低 減 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 さ ら に 、 発 明 １ ７ の 眼 用 装 着 物 に よ れ ば 、 眼 球 の 上 下 方 向 の 動 き 量 は 下 方 向 よ り も 上 方

向 の 方 が 大 き い の で 、 基 準 点 か ら 上 端 ま で の 長 さ を 基 準 点 か ら 下 端 ま で の 長 さ よ り も 大 き

く す る こ と で 角 膜 へ の 干 渉 が 生 じ る 可 能 性 又 は 度 合 い を 低 減 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ４ ７ 】

【 図 １ 】 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 正 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 薬 剤 ４ ０ の 形 状 を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ ） は 薬 剤 ４ ０ の 正 面 図 、 （ ｂ ） は 正 面 か ら

み た 薬 剤 ４ ０ の 斜 視 図 、 （ ｃ ） は 背 面 か ら み た 薬 剤 ４ ０ の 斜 視 図 、 （ ｄ ） は （ ａ ） の Ａ －

Ａ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 薬 剤 ４ ０ の 装 着 方 法 を 説 明 す る た め の 図 で あ り 、 （ ａ ） は 眼 ２ ０ の 正 面 図 、 （ ｂ

） は 眼 ２ ０ の 縦 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 薬 剤 ４ ０ 及 び 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 縦 断 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 薬 剤 ４ ０ 、 眼 用 ア ダ プ タ ５ ０ 及 び 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 縦 断 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 薬 剤 ４ ０ 、 眼 用 ア ダ プ タ ５ ０ 及 び 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 縦 断 面 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 正 面 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 コ ン タ ク ト レ ン ズ ６ ０ の 縦 断 面 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 貫 通 孔 １ ２ の 縁 と 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 外 周 と の 間 の 領 域 の 幅 を 示 す 図 で あ り 、

眼 ２ ０ の 正 面 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。 図 １ 乃 至 図 ３ は 、 本 実 施 の 形 態 を 示 す 図 で あ る

。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 ま ず 、 本 実 施 の 形 態 の 構 成 を 説 明 す る 。

　 図 １ は 、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 正 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ は 、 ソ フ ト コ ン タ ク ト レ ン ズ と 同 一 の 材 質 で 構 成 さ れ て い る 。 薬 剤

供 給 補 助 具 １ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 公 知 の ソ フ ト コ ン タ ク ト レ ン ズ と 同 様 に 眼 球 の 表

面 形 状 に 沿 っ た 球 面 形 状 で あ り 、 全 体 と し て 球 殻 形 状 と な っ て い る 。 そ の 後 面 は 、 眼 球 の

表 面 に フ ィ ッ ト す る よ う に 眼 球 の 表 面 と 同 一 又 は 近 い 曲 率 と な る 球 面 形 状 と な っ て い る 。
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ま た 、 平 面 形 状 が 全 体 と し て 円 形 状 と な っ て い る 。 公 知 の ソ フ ト コ ン タ ク ト レ ン ズ と 異 な

る 点 の 一 つ は サ イ ズ が 大 き い 点 で あ り 、 装 着 時 に 眼 瞼 裏 側 の 深 部 に ま で 及 ぶ 領 域 を 有 し て

い る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 中 央 に は 、 角 膜 領 域 （ 装 着 時 に 角 膜 に 位 置 す る 領 域 ） を 開 口 す る

貫 通 孔 １ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 貫 通 孔 １ ２ の 径 は 、 角 膜 よ り も 大 径 （ １ ． ２ 倍 程 度 ） と な

っ て い る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 図 ２ は 、 薬 剤 ４ ０ の 形 状 を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ ） は 薬 剤 ４ ０ の 正 面 図 、 （ ｂ ） は 正 面 か

ら み た 薬 剤 ４ ０ の 斜 視 図 、 （ ｃ ） は 背 面 か ら み た 薬 剤 ４ ０ の 斜 視 図 、 （ ｄ ） は （ ａ ） の Ａ

－ Ａ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 薬 剤 ４ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 扁 平 楕 円 板 状 に 形 成 さ れ て い る 。 薬 剤 ４ ０ の 後 面 は 、

薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 前 面 に フ ィ ッ ト す る よ う に 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 前 面 と 同 一 又 は 近

い 曲 率 と な る 球 面 形 状 と な っ て い る 。 薬 剤 ４ ０ の 後 面 に は 、 楕 円 形 状 の 吸 盤 孔 ４ ２ が 形 成

さ れ て い る 。 吸 盤 孔 ４ ２ は 吸 盤 構 造 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 次 に 、 本 実 施 の 形 態 の 動 作 を 説 明 す る 。

　 図 ３ は 、 薬 剤 ４ ０ の 装 着 方 法 を 説 明 す る た め の 図 で あ り 、 （ ａ ） は 眼 ２ ０ の 正 面 図 、 （

ｂ ） は 眼 ２ ０ の 縦 断 面 図 で あ る 。 図 ３ （ ａ ） 中 、 点 線 で 示 す 最 外 円 は 結 膜 の 外 縁 を 示 し て

い る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 使 用 者 は 、 ま ず 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 薬 剤 ４ ０ の 後 面 を 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 前 面 に 押

し 当 て る と 、 吸 盤 孔 ４ ２ の 吸 盤 室 内 が 陰 圧 と な っ て 吸 盤 孔 ４ ２ が 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 前

面 に 吸 着 し 、 薬 剤 ４ ０ が 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ に 装 着 さ れ る 。 次 に 、 使 用 者 は 、 薬 剤 供 給 補

助 具 １ ０ を 装 着 す る 。 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ は 、 貫 通 孔 １ ２ で 角 膜 ２ ４ 全 体 を 囲 い 、 貫 通 孔

１ ２ が 瞳 孔 ２ ２ と 同 心 円 状 と な る よ う に 装 着 す る 。 装 用 時 は 、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 外 周

が 眼 瞼 裏 側 の 深 部 ま で 及 ぶ の で 、 薬 剤 ４ ０ が 溶 け 出 す と 、 眼 瞼 裏 側 の 部 位 に そ の 成 分 が 供

給 さ れ る 。 ま た 、 貫 通 孔 １ ２ を 通 過 し て 角 膜 ２ ４ 周 辺 の 部 位 に も 薬 剤 ４ ０ の 成 分 が 供 給 さ

れ る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 次 に 、 本 実 施 の 形 態 の 効 果 を 説 明 す る 。

　 本 実 施 の 形 態 で は 、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ は 、 薬 剤 ４ ０ が 装 着 可 能 な 領 域 を 有 し 、 角 膜 領

域 を 開 口 す る 貫 通 孔 １ ２ が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 こ れ に よ り 、 結 膜 等 の 部 位 及 び 角 膜 ２ ４ 周 辺 の 部 位 に 薬 剤 ４ ０ の 成 分 が 供 給 さ れ る の で

、 特 許 文 献 ２ 記 載 の コ ン タ ク ト レ ン ズ に 比 し て 、 薬 剤 ４ ０ の 成 分 を 効 果 的 に 供 給 す る こ と

が で き る 。 ま た 、 角 膜 領 域 を 開 口 す る 貫 通 孔 １ ２ が 形 成 さ れ て い る の で 、 角 膜 ２ ４ へ の 干

渉 が 生 じ る 可 能 性 又 は 度 合 い を 低 減 す る こ と が で き る 。 レ ン ズ 等 の 媒 体 が 角 膜 ２ ４ に 位 置

す る こ と に よ る 角 膜 ２ ４ へ の 干 渉 と し て は 、 例 え ば 、 酸 素 透 過 性 を 低 下 さ せ る こ と 、 涙 液

の 交 換 を 阻 害 す る こ と 、 角 膜 ２ ４ に 障 害 を 与 え る こ と 、 異 物 感 を 増 加 さ せ る こ と が 考 え ら

れ る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 さ ら に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ は 、 装 着 時 に 眼 瞼 裏 側 の 深 部 に ま で 及

ぶ 領 域 を 有 す る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 こ れ に よ り 、 眼 瞼 裏 側 の 部 位 に 薬 剤 ４ ０ の 成 分 を 供 給 す る こ と が で き る 。

　 さ ら に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 薬 剤 ４ ０ は 、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ に 吸 着 す る 吸 盤 構 造 を 有

す る 吸 盤 孔 ４ ２ を 備 え る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】
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　 こ れ に よ り 、 吸 盤 に よ り 薬 剤 ４ ０ が 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ に 装 着 さ れ る の で 、 薬 剤 ４ ０ と

薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ と の 組 み 合 わ せ を 選 択 又 は 変 更 等 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 薬 剤 ４

０ を 使 い 切 っ た 場 合 は 、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ に 新 た な 薬 剤 ４ ０ を 装 着 す る こ と が で き る 。

ま た 例 え ば 、 他 の 薬 剤 ４ ０ を 用 い た い 場 合 は 、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ ご と 交 換 し 、 新 た な 薬

剤 供 給 補 助 具 １ ０ に 他 の 薬 剤 ４ ０ を 装 着 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 特 許 文 献 １ 記 載

の コ ン タ ク ト レ ン ズ に 比 し て 、 薬 剤 ４ ０ の 使 い 切 り や 変 更 等 へ の 対 応 が 容 易 と な る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ は 、 発 明 １ 、 ６ 乃 至 １ ２ の 眼 用 器 具 に 対 応

し 、 吸 盤 孔 ４ ２ は 、 発 明 ８ の 吸 着 手 段 、 又 は 発 明 １ 、 ８ 若 し く は ９ の 装 着 手 段 に 対 応 し て

い る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

〔 変 形 例 〕

　 な お 、 上 記 実 施 の 形 態 の 変 形 例 と し て 、 次 の 構 成 を 採 用 す る こ と が で き る 。 以 下 の 構 成

中 、 眼 用 装 着 物 、 眼 用 器 具 及 び 装 着 手 段 の バ リ エ ー シ ョ ン に つ い て は 、 上 記 実 施 の 形 態 及

び そ の 変 形 例 を 採 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

〔 １ 層 構 造 ： １ 層 目 内 装 着 構 成 〕

　 こ の 構 成 は 、 眼 球 に 装 着 す る 吸 盤 構 造 そ の 他 の 装 着 手 段 を 有 す る 眼 用 装 着 物 （ １ 層 目 ）

を 備 え 、 眼 用 装 着 物 を 眼 球 に 装 着 す る 構 成 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

〔 ２ 層 構 造 ： ２ 層 目 内 装 着 構 成 〕

　 こ の 構 成 は 、 眼 球 に 装 着 可 能 な 眼 用 器 具 （ １ 層 目 ） と 、 眼 用 器 具 に 装 着 す る 吸 盤 構 造 そ

の 他 の 装 着 手 段 を 有 す る 眼 用 装 着 物 （ ２ 層 目 ） と を 備 え 、 眼 用 装 着 物 を 眼 用 器 具 に 装 着 す

る 構 成 で あ る 。 上 記 実 施 の 形 態 が こ の 構 成 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

〔 ２ 層 構 造 ： １ 層 目 外 装 着 構 成 〕

　 こ の 構 成 は 、 眼 用 装 着 物 （ ２ 層 目 ） と 、 眼 用 装 着 物 に 装 着 す る 吸 盤 構 造 そ の 他 の 装 着 手

段 を 有 し 眼 球 に 装 着 可 能 な 眼 用 器 具 （ １ 層 目 ） と を 備 え 、 眼 用 装 着 物 を 眼 用 器 具 に 装 着 す

る 構 成 で あ る 。 例 え ば 、 図 ４ の 変 形 例 を 採 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 図 ４ の 変 形 例 は 、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ に 吸 盤 構 造 を 設 け た 構 成 で あ る 。

　 図 ４ は 、 薬 剤 ４ ０ 及 び 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 縦 断 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 薬 剤 ４ ０ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 扁 平 円 板 状 に 形 成 さ れ て い る 。 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の

前 面 に は 吸 盤 孔 １ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 吸 盤 孔 １ ４ は 、 薬 剤 ４ ０ よ り も や や 小 径 で 吸 盤 構

造 と な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 薬 剤 ４ ０ の 後 面 を 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 前 面 に 押 し 当 て る

と 、 吸 盤 孔 １ ４ の 吸 盤 室 内 が 陰 圧 と な っ て 吸 盤 孔 １ ４ が 薬 剤 ４ ０ の 後 面 に 吸 着 し 、 薬 剤 ４

０ が 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ に 装 着 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

〔 ２ 層 構 造 ： １ 、 ２ 層 両 装 着 構 成 〕

　 こ の 構 成 は 、 眼 球 に 装 着 可 能 な 眼 用 器 具 （ １ 層 目 ） と 、 眼 用 装 着 物 （ ２ 層 目 ） と 、 眼 用

器 具 及 び 眼 用 装 着 物 を 装 着 す る 吸 盤 構 造 そ の 他 の 装 着 手 段 と を 備 え 、 眼 用 装 着 物 を 眼 用 器

具 に 装 着 す る 構 成 で あ る 。 眼 用 器 具 の 装 着 手 段 及 び 眼 用 装 着 物 の 装 着 手 段 が そ れ ぞ れ 相 手

に 装 着 す る 構 成 （ 〔 ２ 層 構 造 ： ２ 層 目 内 装 着 構 成 〕 及 び 〔 ２ 層 構 造 ： １ 層 目 外 装 着 構 成 〕

） の ほ か 、 眼 用 器 具 の 装 着 手 段 及 び 眼 用 装 着 物 の 装 着 手 段 が 雄 及 び 雌 の よ う に 対 応 し て 装

着 す る 構 成 が 含 ま れ る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

〔 ３ 層 構 造 ： ２ 層 目 両 装 着 構 成 〕

　 こ の 構 成 は 、 眼 球 に 装 着 可 能 な 眼 用 器 具 （ １ 層 目 ） と 、 眼 用 装 着 物 （ ３ 層 目 ） と 、 眼 用

器 具 及 び 眼 用 装 着 物 に 装 着 す る 吸 盤 構 造 そ の 他 の 装 着 手 段 を 有 す る 眼 用 ア ダ プ タ （ ２ 層 目
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） と を 備 え 、 眼 用 ア ダ プ タ を 介 し て 眼 用 装 着 物 を 眼 用 器 具 に 装 着 す る 構 成 で あ る 。 例 え ば

、 図 ５ の 変 形 例 を 採 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 図 ５ の 変 形 例 は 、 眼 用 ア ダ プ タ ５ ０ の 前 面 及 び 後 面 に 吸 盤 構 造 を 設 け た 構 成 で あ る 。

　 図 ５ は 、 薬 剤 ４ ０ 、 眼 用 ア ダ プ タ ５ ０ 及 び 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 縦 断 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 薬 剤 ４ ０ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 扁 平 円 板 状 に 形 成 さ れ て い る 。 薬 剤 ４ ０ は 、 眼 用 ア ダ

プ タ ５ ０ を 介 し て 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ に 装 着 さ れ る 。 眼 用 ア ダ プ タ ５ ０ の 前 面 に は 吸 盤 孔

５ ０ ａ が 、 後 面 に は 吸 盤 孔 ５ ０ ｂ が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。 吸 盤 孔 ５ ０ ａ は 、 薬 剤 ４ ０

よ り も や や 小 径 で 吸 盤 構 造 と な っ て い る 。 吸 盤 孔 ５ ０ ｂ は 吸 盤 構 造 と な っ て い る 。 こ れ に

よ り 、 薬 剤 ４ ０ の 後 面 を 眼 用 ア ダ プ タ ５ ０ の 前 面 に 押 し 当 て る と 、 吸 盤 孔 ５ ０ ａ の 吸 盤 室

内 が 陰 圧 と な っ て 吸 盤 孔 ５ ０ ａ が 薬 剤 ４ ０ の 後 面 に 吸 着 し 、 薬 剤 ４ ０ が 眼 用 ア ダ プ タ ５ ０

に 装 着 さ れ る 。 次 に 、 眼 用 ア ダ プ タ ５ ０ の 後 面 を 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 前 面 に 押 し 当 て る

と 、 吸 盤 孔 ５ ０ ｂ の 吸 盤 室 内 が 陰 圧 と な っ て 吸 盤 孔 ５ ０ ｂ が 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 前 面 に

吸 着 し 、 眼 用 ア ダ プ タ ５ ０ を 介 し て 薬 剤 ４ ０ が 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ に 装 着 さ れ る 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

〔 ３ 層 構 造 ： ２ 層 目 内 装 着 構 成 〕

　 こ の 構 成 は 、 眼 球 に 装 着 可 能 な 眼 用 器 具 （ １ 層 目 ） と 、 眼 用 装 着 物 （ ３ 層 目 ） と 、 眼 用

器 具 に 装 着 す る 吸 盤 構 造 そ の 他 の 装 着 手 段 を 有 す る 眼 用 ア ダ プ タ （ ２ 層 目 ） と を 備 え 、 眼

用 ア ダ プ タ を 介 し て 眼 用 装 着 物 を 眼 用 器 具 に 装 着 す る 構 成 で あ る 。 眼 用 ア ダ プ タ 及 び 眼 用

装 着 物 は 吸 着 以 外 の 方 法 で 接 合 す る 。 こ こ で 、 眼 用 ア ダ プ タ 及 び 眼 用 器 具 の 関 係 は 〔 ２ 層

構 造 ： ２ 層 目 内 装 着 構 成 〕 と 同 じ で あ る 。 例 え ば 、 図 ６ の 変 形 例 を 採 用 す る こ と が で き る

。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 図 ６ の 変 形 例 は 、 眼 用 ア ダ プ タ ５ ０ の 後 面 に 吸 盤 構 造 を 設 け た 構 成 で あ る 。

　 図 ６ は 、 薬 剤 ４ ０ 、 眼 用 ア ダ プ タ ５ ０ 及 び 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 縦 断 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 図 ５ の 変 形 例 で は 、 眼 用 ア ダ プ タ ５ ０ の 前 面 に 吸 盤 孔 ５ ０ ａ を 形 成 し た が 、 図 ６ の 変 形

例 で は 、 吸 盤 孔 ５ ０ ａ を 形 成 せ ず 、 薬 剤 ４ ０ の 後 面 と 眼 用 ア ダ プ タ ５ ０ の 前 面 を 接 着 等 に

よ り 接 合 す る 。 そ の 他 、 薬 剤 ４ ０ を 表 面 張 力 に よ り 眼 用 ア ダ プ タ ５ ０ の 前 面 に 取 り 付 け て

も よ い 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

〔 ３ 層 構 造 ： ２ 層 目 外 装 着 構 成 〕

　 こ の 構 成 は 、 眼 球 に 装 着 可 能 な 眼 用 器 具 （ １ 層 目 ） と 、 眼 用 装 着 物 （ ３ 層 目 ） と 、 眼 用

装 着 物 に 装 着 す る 吸 盤 構 造 そ の 他 の 装 着 手 段 を 有 す る 眼 用 ア ダ プ タ （ ２ 層 目 ） と を 備 え 、

眼 用 ア ダ プ タ を 介 し て 眼 用 装 着 物 を 眼 用 器 具 に 装 着 す る 構 成 で あ る 。 眼 用 ア ダ プ タ 及 び 眼

用 器 具 は 吸 着 以 外 の 方 法 で 接 合 す る 。 こ こ で 、 眼 用 ア ダ プ タ 及 び 眼 用 装 着 物 の 関 係 は 〔 ２

層 構 造 ： １ 層 目 外 装 着 構 成 〕 と 同 じ で あ る 。 例 え ば 、 図 ５ の 変 形 例 で は 、 眼 用 ア ダ プ タ ５

０ の 後 面 に 吸 盤 孔 ５ ０ ｂ を 形 成 し た が 、 吸 盤 孔 ５ ０ ｂ を 形 成 せ ず 、 眼 用 ア ダ プ タ ５ ０ の 後

面 と 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 前 面 を 接 着 等 に よ り 接 合 す る 。 そ の 他 、 眼 用 ア ダ プ タ ５ ０ を 表

面 張 力 に よ り 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 前 面 に 取 り 付 け て も よ い 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

〔 前 後 方 向 外 装 着 構 成 〕

　 こ の 構 成 は 、 水 平 方 向 、 上 下 方 向 そ の 他 前 後 方 向 以 外 の 方 向 に 眼 用 装 着 物 同 士 を 装 着 し

、 装 着 し た 複 数 の 眼 用 装 着 物 を 眼 用 器 具 又 は 眼 球 に 装 着 す る 構 成 で あ る 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 及 び そ の 変 形 例 に お い て 、 貫 通 孔 １ ２ は 、 角 膜 領 域 を 開 口 す る 孔

と し て 形 成 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 任 意 の 数 、 任 意 の 大 き さ 、 任 意 の 形 状 で 、 任 意 の 箇 所

に 形 成 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 貫 通 孔 １ ２ は 、 少 な く と も 瞳 孔 領 域 （ 装 着 時 に 瞳 孔 ２

２ に 位 置 す る 領 域 ） を 開 口 す る 孔 と し て 形 成 す る こ と も で き る し 、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の
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面 方 向 に 開 口 さ せ る こ と も で き る 。 ま た 例 え ば 、 図 ７ の 変 形 例 を 採 用 す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 図 ７ は 、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 正 面 図 で あ る 。

　 眼 球 の 動 き 量 は 上 下 方 向 よ り も 左 右 方 向 の 方 が 大 き い の で 、 角 膜 ２ ４ へ の 干 渉 が 生 じ る

可 能 性 又 は 度 合 い を 低 減 す る 観 点 か ら は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 貫 通 孔 １ ２ の 幅 （ 横 方 向 の

長 さ ） は 貫 通 孔 １ ２ の 高 さ （ 縦 方 向 の 長 さ ） よ り も 大 き く す る 構 成 を 採 用 す る こ と が で き

る 。 同 様 の 観 点 か ら 、 眼 球 の 上 下 方 向 の 動 き 量 は 下 方 向 よ り も 上 方 向 の 方 が 大 き い の で 、

貫 通 孔 １ ２ に お い て 装 着 時 に 正 面 を 向 い た 角 膜 ２ ４ の 中 心 に 位 置 す る 基 準 点 Ｏ か ら 上 端 ま

で の 長 さ は 、 基 準 点 Ｏ か ら 下 端 ま で の 長 さ よ り も 大 き く す る 構 成 を 採 用 す る こ と が で き る

。 こ の ２ 点 を 考 慮 す る と 、 貫 通 孔 １ ２ は 、 例 え ば 、 上 部 が 膨 張 す る 横 長 楕 円 形 状 （ 幅 が 高

さ よ り も 大 き く 、 基 準 点 Ｏ か ら 上 端 ま で の 長 さ が 下 端 ま で の 長 さ よ り も 大 き い 形 状 ） と す

る 構 成 を 採 用 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 眼 瞼 や 眼 球 の 動 き 等 に よ り 薬 剤 供 給 補 助 具 １

０ が 眼 球 の 表 面 上 で 回 転 す る と 、 角 膜 ２ ４ に 対 す る 貫 通 孔 １ ２ の 相 対 位 置 が 変 化 し て し ま

う の で 、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ が 回 転 す る 可 能 性 又 は 度 合 い を 低 減 す る 観 点 か ら は 、 例 え ば

、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 上 縁 が 上 眼 瞼 結 膜 円 蓋 部 に 、 下 縁 が 眼 瞼 結 膜 円 蓋 部 に 位 置 （ 接 触

又 は 近 接 ） す る よ う に 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 大 き さ を 設 定 す る 構 成 を 採 用 す る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 及 び そ の 変 形 例 に お い て 、 孔 １ ２ は 貫 通 孔 と し て 形 成 し た が 、 こ

れ に 限 ら ず 、 前 面 を 開 口 と す る 凹 部 （ 一 部 又 は 全 部 が 底 と な る 場 合 を 含 む 。 以 下 、 同 様 で

あ る 。 ） 又 は 後 面 を 開 口 と す る 凹 部 （ 以 下 こ れ ら を 総 称 し て 「 凹 部 」 と い う 。 ） と し て 形

成 す る こ と も で き る 。 薬 剤 ４ ０ の 成 分 が 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ を 拡 散 等 に よ り 透 過 す る 場 合

は 、 必 ず し も 貫 通 し て い る 必 要 は な い か ら で あ る 。 ま た 、 孔 １ ２ そ の も の を 設 け な く て も

よ い 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 及 び そ の 変 形 例 に お い て 、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ は 、 装 着 時 に 眼 瞼

裏 側 の 結 膜 （ 眼 瞼 結 膜 又 は 球 結 膜 ） に 位 置 す る 領 域 を 有 し て 構 成 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、

結 膜 円 蓋 部 領 域 （ 装 着 時 に 結 膜 円 蓋 部 に 位 置 す る 領 域 ） を 有 し て 構 成 す る こ と も で き る 。

こ れ に よ り 、 結 膜 円 蓋 部 領 域 に 薬 剤 ４ ０ を 装 着 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ８ １ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 及 び そ の 変 形 例 に お い て は 、 薬 剤 ４ ０ を 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ に 装

着 し た 後 、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ を 眼 ２ ０ に 装 着 す る 装 着 方 法 を 説 明 し た が 、 こ れ に 限 ら ず

、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ を 眼 ２ ０ に 装 着 し た 後 、 薬 剤 ４ ０ を 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ に 装 着 す る

装 着 方 法 を 採 用 す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 及 び そ の 変 形 例 に お い て は 、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ を 眼 球 に 直 接 装

着 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 １ 又 は 複 数 の 媒 体 （ 例 え ば 、 部 材 ） を 介 し て 薬 剤 供 給 補 助 具 １

０ を 間 接 的 に 眼 球 に 装 着 す る こ と も で き る 。 例 え ば 、 図 ８ の 変 形 例 を 採 用 す る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ ８ ３ 】

　 図 ８ は 、 コ ン タ ク ト レ ン ズ ６ ０ の 縦 断 面 図 で あ る 。

　 コ ン タ ク ト レ ン ズ ６ ０ は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 ソ フ ト コ ン タ ク ト レ ン ズ か ら な る 内 レ ン

ズ ６ ２ と 、 内 レ ン ズ ６ ２ の 前 面 に 対 面 し て 配 置 さ れ る ソ フ ト コ ン タ ク ト レ ン ズ か ら な る 外

レ ン ズ ６ ４ と を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。 内 レ ン ズ ６ ２ 及 び 外 レ ン ズ ６ ４ は 、 ソ フ ト コ ン タ

ク ト レ ン ズ と し て 従 来 周 知 の 基 本 形 状 で あ り 、 全 体 と し て 球 殻 形 状 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ８ ４ 】

　 内 レ ン ズ ６ ２ 及 び 外 レ ン ズ ６ ４ は 開 閉 可 能 に 下 端 が 接 合 さ れ て い る 。 内 レ ン ズ ６ ２ と 外

レ ン ズ ６ ４ の 接 合 部 ６ ６ 以 外 は 開 口 し て お り 、 被 収 容 物 は 、 こ の 開 口 か ら 挿 入 可 能 と な っ

て い る 。 コ ン タ ク ト レ ン ズ ６ ０ は 、 内 レ ン ズ ６ ２ 及 び 外 レ ン ズ ６ ４ を 一 体 成 形 に よ り 製 造

す る こ と が で き る 。 な お 、 内 レ ン ズ ６ ２ 及 び 外 レ ン ズ ６ ４ の 一 方 又 は 両 方 に は 、 薬 剤 ４ ０
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の 成 分 を 通 過 さ せ る た め の 孔 （ 貫 通 孔 又 は 凹 部 ） （ 以 下 「 薬 剤 通 過 孔 」 と い う 。 ） を 形 成

す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ８ ５ 】

　 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ は 、 内 レ ン ズ ６ ２ 及 び 外 レ ン ズ ６ ４ と 同 様 に 全 体 と し て 球 殻 形 状 と

な っ て い る 。 具 体 的 に は 、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 後 面 は 、 内 レ ン ズ ６ ２ の 前 面 に フ ィ ッ ト

す る よ う に 内 レ ン ズ ６ ２ の 前 面 と 同 一 又 は 近 い 曲 率 と な る 球 面 形 状 と な っ て い る 。 同 様 に

、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 前 面 は 、 外 レ ン ズ ６ ４ の 後 面 に フ ィ ッ ト す る よ う に 外 レ ン ズ ６ ４

の 後 面 と 同 一 又 は 近 い 曲 率 と な る 球 面 形 状 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ８ ６ 】

　 使 用 者 は 、 内 レ ン ズ ６ ２ と 外 レ ン ズ ６ ４ と の 間 を 開 き 、 外 レ ン ズ ６ ４ の 後 面 に 薬 剤 供 給

補 助 具 １ ０ を 取 り 付 け 、 内 レ ン ズ ６ ２ と 外 レ ン ズ ６ ４ と の 間 を 閉 じ る 。 こ れ に よ り 、 薬 剤

供 給 補 助 具 １ ０ は 、 内 レ ン ズ ６ ２ の 前 面 と 外 レ ン ズ ６ ４ の 後 面 と の 間 で 挟 持 さ れ る 。 そ し

て 、 使 用 者 は 、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ を 挟 持 し た 状 態 で コ ン タ ク ト レ ン ズ ６ ０ を 装 着 す る 。

装 用 時 は 、 薬 剤 ４ ０ が 溶 け 出 す と 、 内 レ ン ズ ６ ２ 及 び 外 レ ン ズ ６ ４ の 境 界 か ら 流 出 し 又 は

内 レ ン ズ ６ ２ 若 し く は 外 レ ン ズ ６ ４ の 薬 剤 通 過 孔 を 通 過 し て 結 膜 や 角 膜 等 の 部 位 に そ の 成

分 が 供 給 さ れ る 。

【 ０ ０ ８ ７ 】

　 図 ８ の 変 形 例 で は 、 コ ン タ ク ト レ ン ズ ６ ０ は 、 内 レ ン ズ ６ ２ 及 び 外 レ ン ズ ６ ４ を 有 し て

構 成 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 コ ン タ ク ト レ ン ズ ６ ０ は 、 内 レ ン ズ ６ ２ だ け の 構 成 と す る こ

と も で き る 。 こ の 場 合 、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ は 、 吸 着 そ の 他 の 装 着 手 段 に よ り 内 レ ン ズ ６

２ の 前 面 に 装 着 し 、 内 レ ン ズ ６ ２ を 介 し て 眼 球 に 装 着 す る 。 ま た 、 コ ン タ ク ト レ ン ズ ６ ０

は 、 外 レ ン ズ ６ ４ だ け の 構 成 と す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ は 、 吸

着 そ の 他 の 装 着 手 段 に よ り 外 レ ン ズ ６ ４ の 後 面 に 装 着 し 、 眼 球 に 直 接 装 着 す る 。 ま た 、 内

レ ン ズ ６ ２ 又 は 外 レ ン ズ ６ ４ と し て 、 市 販 の コ ン タ ク ト レ ン ズ を 利 用 す る こ と も で き る し

、 １ 又 は 複 数 の 薬 剤 通 過 孔 を 形 成 し た 孔 空 き コ ン タ ク ト レ ン ズ を 利 用 す る こ と も で き る 。

薬 剤 通 過 孔 は 、 内 レ ン ズ ６ ２ 及 び 外 レ ン ズ ６ ４ の 一 方 又 は 両 方 に 設 け る こ と が で き 、 任 意

の 数 、 任 意 の 大 き さ 、 任 意 の 形 状 で 、 任 意 の 箇 所 に 設 け る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ８ ８ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 及 び そ の 変 形 例 に お い て は 、 薬 剤 ４ ０ の 形 状 を 例 示 し た が 、 こ れ

に 限 ら ず 、 扁 平 中 実 円 板 状 、 シ ー ト 状 、 直 方 体 状 、 板 状 、 棒 状 又 は ア ー ム 状 そ の 他 の 幾 何

学 形 状 な ど 、 任 意 の 形 状 を 採 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ８ ９ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 及 び そ の 変 形 例 に お い て は 、 薬 剤 ４ ０ の 数 、 大 き さ 、 形 状 及 び 装

着 位 置 を 例 示 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 薬 剤 ４ ０ は 、 任 意 の 数 、 任 意 の 大 き さ 、 任 意 の 形 状

で 、 任 意 の 箇 所 に 装 着 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ９ ０ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 及 び そ の 変 形 例 に お い て は 、 薬 剤 ４ ０ の 後 面 か ら 窪 む 凹 型 の 吸 盤

構 造 と し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 薬 剤 ４ ０ の 後 面 か ら 突 出 す る 凸 型 の 吸 盤 構 造 と す る こ と も

で き る 。 す な わ ち 、 吸 盤 構 造 と し て 凹 型 の 吸 盤 構 造 又 は 凸 型 の 吸 盤 構 造 を 採 用 す る こ と が

で き る 。

【 ０ ０ ９ １ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 及 び そ の 変 形 例 に お い て は 、 薬 剤 ４ ０ に 楕 円 形 状 の 吸 盤 孔 ４ ２ を

形 成 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 吸 盤 孔 ４ ２ は 、 任 意 の 数 、 任 意 の 大 き さ 、 任 意 の 形 状 で 、 任

意 の 箇 所 に 形 成 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 薬 剤 ４ ０ の 後 面 全 体 を 吸 盤 構 造 と す る こ と が

で き る 。 す な わ ち 、 吸 盤 構 造 は 、 任 意 の 数 、 任 意 の 大 き さ 、 任 意 の 形 状 で 、 任 意 の 箇 所 に

設 け る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ９ ２ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 及 び そ の 変 形 例 に お い て は 、 吸 盤 孔 ４ ２ の 材 質 に つ い て 説 明 し な

か っ た が 、 薬 剤 ４ ０ よ り も 溶 解 速 度 が 遅 い 可 溶 性 の 材 質 で 構 成 す る こ と が で き る 。 こ れ に

よ り 、 吸 盤 孔 ４ ２ を 薬 剤 ４ ０ と と も に 溶 解 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 薬 剤 ４ ０ の 溶 解
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に 伴 っ て 吸 盤 孔 ４ ２ の 吸 盤 効 果 が 失 わ れ る 度 合 い を 低 減 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ９ ３ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 及 び そ の 変 形 例 に お い て は 、 吸 盤 構 造 に よ り 薬 剤 ４ ０ を 薬 剤 供 給

補 助 具 １ ０ に 装 着 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 吸 盤 構 造 以 外 の 吸 着 手 段 に よ り 薬 剤 ４ ０ を 装 着

す る こ と も で き 、 さ ら に は 吸 着 以 外 の 装 着 手 段 に よ り 薬 剤 ４ ０ を 装 着 す る こ と も で き る 。

装 着 手 段 は 任 意 で あ る 。 吸 着 以 外 の 装 着 手 段 と し て は 、 例 え ば 、 粘 着 、 接 着 、 表 面 張 力 に

よ る 取 り 付 け 、 ヒ ン ジ 構 造 、 ね じ 構 造 、 か し め 構 造 、 ソ ケ ッ ト 構 造 、 イ ン ロ ー 嵌 合 構 造 、

嵌 め 込 み 構 造 、 差 し 込 み 構 造 、 組 み 付 け 構 造 、 連 結 構 造 そ の 他 任 意 の 結 合 構 造 を 採 用 す る

こ と が で き る 。 ね じ 構 造 と し て は 、 例 え ば 、 （ １ ） 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ 及 び 薬 剤 ４ ０ を 貫

通 す る 雌 ね じ を 形 成 し 、 こ れ に 雄 ね じ を ね じ 込 ん で 接 合 す る 構 造 、 （ ２ ） 薬 剤 供 給 補 助 具

１ ０ 及 び 薬 剤 ４ ０ の 一 方 に 雄 ね じ を 形 成 し 、 他 方 に 雌 ね じ を 形 成 し 、 一 方 を 他 方 に ね じ 込

ん で 接 合 す る 構 造 を 採 用 す る こ と が で き る 。 嵌 め 込 み 構 造 と し て は 、 例 え ば 、 薬 剤 供 給 補

助 具 １ ０ 及 び 薬 剤 ４ ０ の 一 方 に 突 起 を 形 成 し 、 こ の 突 起 を 受 け る た め の 孔 （ 貫 通 孔 又 は 凹

部 ） を 他 方 に 形 成 し 、 一 方 を 他 方 に 嵌 め 込 ん で 接 合 す る 構 造 を 採 用 す る こ と が で き る 。 差

し 込 み 構 造 と し て は 、 例 え ば 、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ 及 び 薬 剤 ４ ０ の 一 方 に 、 他 方 に 差 し 込

み 可 能 な 突 起 （ 例 え ば 、 先 端 を 尖 ら せ た 形 状 等 の 突 起 ） を 形 成 し 、 一 方 を 他 方 に 差 し 込 ん

で 接 合 す る 構 造 を 採 用 す る こ と が で き る 。 連 結 構 造 と し て は 、 例 え ば 、 継 手 、 連 結 器 そ の

他 の 連 結 手 段 で 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ 及 び 薬 剤 ４ ０ を 連 結 す る 構 造 を 採 用 す る こ と が で き る

。 ま た 、 結 合 構 造 と し て 、 例 え ば 、 （ １ ） 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ 及 び 薬 剤 ４ ０ を 直 接 結 合 す

る 構 造 、 （ ２ ） １ 又 は 複 数 の 媒 体 （ 例 え ば 、 部 材 ） を 介 し て 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ 及 び 薬 剤

４ ０ を 間 接 的 に 結 合 す る 構 造 を 採 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 結 合 構 造 と し て 、 例 え ば 、

（ １ ） 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ 又 は 薬 剤 ４ ０ が 取 り 外 し 可 能 な 構 造 を 採 用 す る こ と も で き 、 （

２ ） さ ら に 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ 又 は 薬 剤 ４ ０ が 再 結 合 可 能 な 構 造 を 採 用 す る こ と も で き る

。

【 ０ ０ ９ ４ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 及 び そ の 変 形 例 に お い て は 、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 前 面 に 薬 剤 ４

０ を 装 着 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 後 面 に 薬 剤 ４ ０ を 装 着 す る こ と も

で き る 。

【 ０ ０ ９ ５ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 及 び そ の 変 形 例 に お い て は 、 薬 剤 ４ ０ に レ ン ズ を 設 け な か っ た が

、 こ れ に 限 ら ず 、 薬 剤 ４ ０ の 一 部 を レ ン ズ で 構 成 す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ９ ６ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 及 び そ の 変 形 例 に お い て は 、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ に 薬 剤 ４ ０ を 装

着 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 薬 剤 ４ ０ を 装 着 し な く て も よ い 。 こ の 場 合 、 例 え ば 、 特 許 文 献

１ 記 載 の コ ン タ ク ト レ ン ズ の よ う に 、 薬 剤 ４ ０ の 成 分 を 原 料 樹 脂 内 に 混 入 し て 薬 剤 供 給 補

助 具 １ ０ を 構 成 す る こ と が で き る 。 ま た 例 え ば 、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ に 代 え て 、 薬 剤 供 給

補 助 具 １ ０ と 同 様 の 形 状 に 形 成 し た 薬 剤 そ の 他 の 眼 用 装 着 物 を 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ９ ７ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 及 び そ の 変 形 例 に お い て は 、 貫 通 孔 １ ２ の 縁 と 薬 剤 供 給 補 助 具 １

０ の 外 周 と の 間 の 領 域 の 幅 （ 横 方 向 の 長 さ ） に つ い て 特 に 説 明 し な か っ た が 、 例 え ば 、 図

９ に 示 す よ う に 、 貫 通 孔 １ ２ の 縁 と 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 外 周 と の 間 の 領 域 の 幅 Ｌ １ を 、

開 眼 時 に 露 出 す る 左 右 結 膜 の 一 方 （ 同 図 の 例 で は 左 結 膜 ２ ６ ａ ） の 横 方 向 の 長 さ Ｌ ２ よ り

も 狭 く す る 構 成 を 採 用 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 装 着 時 に Ｌ １ の 領 域 が 目 立 ち に く

く 、 見 た 目 の 違 和 感 が 少 な い 。

【 ０ ０ ９ ８ 】

　 図 ９ は 、 貫 通 孔 １ ２ の 縁 と 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 外 周 と の 間 の 領 域 の 幅 を 示 す 図 で あ り

、 眼 ２ ０ の 正 面 図 で あ る 。 図 ９ 中 、 点 線 で 示 す 最 外 円 は 結 膜 の 外 縁 を 示 し て い る 。

【 ０ ０ ９ ９ 】

　 な お 、 図 ９ の 変 形 例 は 、 貫 通 孔 １ ２ の 径 が 角 膜 ２ ４ よ り も 大 径 で あ る 構 成 に 限 定 さ れ る

も の で は な く 、 Ｌ １ の 領 域 が 角 膜 ２ ４ や 右 結 膜 ２ ６ ｂ 等 に 位 置 す る 変 形 例 に つ い て も 同 様
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に 適 用 す る こ と が で き る 。 Ｌ １ の 領 域 が 角 膜 ２ ４ に 位 置 す る 場 合 は 、 Ｌ １ の 領 域 が 幅 広 の

構 成 に 比 し て 、 角 膜 ２ ４ へ の 酸 素 透 過 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ０ ０ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 及 び そ の 変 形 例 に お い て 、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ は 、 ソ フ ト コ ン タ

ク ト レ ン ズ と 同 一 の 材 質 で 構 成 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 ハ ー ド コ ン タ ク ト レ ン ズ と 同 一 の

材 質 そ の 他 の 材 質 で 構 成 す る こ と も で き る 。 例 え ば 、 薬 剤 そ の 他 の 眼 用 装 着 物 と し て 構 成

す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ０ １ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 及 び そ の 変 形 例 に お い て 、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ は 、 平 面 形 状 を 全

体 と し て 円 形 状 に 形 成 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 任 意 の 形 状 を 採 用 す る こ と が で き る 。 例 え

ば 、 全 体 と し て 非 円 形 状 に 形 成 す れ ば 、 眼 瞼 や 眼 球 の 動 き 等 に よ り 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ が

眼 球 の 表 面 上 で 回 転 す る 可 能 性 又 は 度 合 い を 低 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 全 体 と し て 縦

長 楕 円 形 状 に 形 成 す れ ば 、 結 膜 の 深 部 ま で 薬 剤 を 供 給 し や す い 。 ま た 、 全 体 と し て 横 長 楕

円 形 状 に 形 成 す れ ば 、 結 膜 炎 等 の 症 状 時 に 眼 瞼 結 膜 へ の 干 渉 が 生 じ る 可 能 性 又 は 度 合 い を

低 減 す る こ と が で き る 。 こ の ほ か 、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 全 体 の 大 き さ に つ い て も 任 意 の

大 き さ を 採 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ０ ２ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 及 び そ の 変 形 例 に お い て は 、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 材 質 に つ い て

説 明 し な か っ た が 、 可 溶 性 の 材 質 で 構 成 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 薬 剤 供 給 補 助 具

１ ０ を 薬 剤 ４ ０ と と も に 溶 解 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 材 質

と し て 薬 剤 ４ ０ よ り も 溶 解 速 度 が 遅 い 材 質 を 採 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ０ ３ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 及 び そ の 変 形 例 に お い て は 、 薬 剤 ４ ０ を 眼 用 装 着 物 と し て 採 用 し

た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 眼 に 装 着 可 能 な 眼 用 装 着 物 で あ れ ば 任 意 の 眼 用 装 着 物 を 採 用 す る こ

と が で き る 。 眼 用 装 着 物 と し て は 、 例 え ば 、 （ １ ） 電 子 デ バ イ ス 、 （ ２ ） ソ フ ト コ ン タ ク

ト レ ン ズ 、 ハ ー ド コ ン タ ク ト レ ン ズ そ の 他 の レ ン ズ 、 光 フ ァ イ バ ー 、 光 導 波 路 、 光 ア イ ソ

レ ー タ 、 半 導 体 レ ー ザ 等 の 光 学 デ バ イ ス 、 （ ３ ） 薬 剤 供 給 補 助 具 、 （ ４ ） 矯 正 具 、 （ ５ ）

薬 剤 、 （ ６ ） サ プ リ メ ン ト 、 （ ７ ） 磁 性 流 体 、 又 は （ ８ ） そ の 他 の 眼 用 装 着 物 を 採 用 す る

こ と が で き る 。 こ こ で 、 眼 用 装 着 物 が 電 子 デ バ イ ス の 場 合 、 （ １ ） 眼 に 対 し 情 報 の 提 供 を

行 う デ バ イ ス （ 例 え ば 、 投 影 機 ） 、 （ ２ ） 眼 に 関 す る 情 報 の 収 集 を 行 う デ バ イ ス （ 例 え ば

、 カ メ ラ 、 生 体 セ ン サ そ の 他 の セ ン サ ） 、 （ ３ ） 眼 の 外 側 に 対 し 情 報 の 提 供 を 行 う デ バ イ

ス （ 例 え ば 、 デ ィ ス プ レ イ ） 、 （ ４ ） 眼 の 外 側 に 関 す る 情 報 の 収 集 を 行 う デ バ イ ス （ 例 え

ば 、 カ メ ラ 、 生 体 セ ン サ そ の 他 の セ ン サ ） 、 （ ５ ） 眼 に 対 し 機 能 の 維 持 、 回 復 若 し く は 付

与 又 は 作 用 を 行 う デ バ イ ス （ 例 え ば 、 医 療 機 器 、 発 光 素 子 、 圧 電 素 子 、 振 動 素 子 、 発 熱 素

子 ） 、 又 は （ ６ ） 眼 の 外 側 に 対 し 機 能 の 付 与 又 は 作 用 を 行 う デ バ イ ス （ 例 え ば 、 医 療 機 器

、 発 光 素 子 、 圧 電 素 子 、 振 動 素 子 、 発 熱 素 子 ） を 採 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 電 子 デ バ

イ ス に 代 え て 光 学 デ バ イ ス そ の 他 の 眼 用 デ バ イ ス を 採 用 す る 場 合 も 、 同 様 に 上 記 （ １ ） ～

（ ６ ） の 機 能 を 備 え る デ バ イ ス を 採 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 眼 用 装 着 物 が ハ ー ド コ ン

タ ク ト レ ン ズ の 場 合 、 ハ ー ド コ ン タ ク ト レ ン ズ が 眼 球 に 直 接 接 触 し に く い の で 装 用 感 を 向

上 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ０ ４ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 及 び そ の 変 形 例 に お い て は 、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ を 眼 用 器 具 と し

て 採 用 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 眼 に 装 着 可 能 な 眼 用 器 具 で あ れ ば 任 意 の 眼 用 器 具 を 採 用 す

る こ と が で き る 。 眼 用 器 具 と し て は 、 例 え ば 、 （ １ ） 電 子 デ バ イ ス 、 （ ２ ） ソ フ ト コ ン タ

ク ト レ ン ズ 、 ハ ー ド コ ン タ ク ト レ ン ズ そ の 他 の レ ン ズ 、 光 フ ァ イ バ ー 、 光 導 波 路 、 光 ア イ

ソ レ ー タ 、 半 導 体 レ ー ザ 等 の 光 学 デ バ イ ス 、 （ ３ ） 薬 剤 供 給 補 助 具 、 （ ４ ） 矯 正 具 、 又 は

（ ５ ） そ の 他 の 眼 用 器 具 を 採 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ と し て は 、

こ れ ら （ １ ） ～ （ ５ ） 以 外 に 、 眼 に 装 着 可 能 な 眼 用 装 着 物 を 採 用 す る こ と が で き る 。 眼 用

装 着 物 と し て は 、 例 え ば 、 こ れ ら （ １ ） ～ （ ５ ） 以 外 に 、 （ ６ ） 薬 剤 、 （ ７ ） サ プ リ メ ン

ト 、 （ ８ ） 磁 性 流 体 、 又 は （ ９ ） そ の 他 の 眼 用 装 着 物 を 採 用 す る こ と が で き る 。

10

20

30

40

50



(14) JP  6604641  B2  2019.11.13

【 ０ １ ０ ５ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 及 び そ の 変 形 例 に お い て 、 眼 用 装 着 物 は 、 例 え ば 、 粒 状 に 構 成 す

る こ と も で き る 。 こ の 場 合 、 粒 状 の 眼 用 装 着 物 を 粘 着 シ ー ト に 多 数 敷 き 詰 め 、 粘 着 シ ー ト

を 剣 山 上 に 押 し つ け る こ と に よ り 眼 用 装 着 物 に 吸 盤 孔 を 形 成 す る こ と が で き る 。 そ の 後 、

薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 前 面 に 粘 着 シ ー ト を 押 し 当 て る と 、 吸 盤 孔 の 吸 盤 室 内 が 陰 圧 と な っ

て 吸 盤 孔 が 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ の 前 面 に 吸 着 し 、 眼 用 装 着 物 が 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ に 装 着

さ れ る 。

【 ０ １ ０ ６ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 及 び そ の 変 形 例 に お い て は 、 本 発 明 に 係 る 眼 用 器 具 を 眼 球 の 表 面

に 装 着 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 例 え ば 、 人 工 水 晶 体 又 は そ の 機 能 を 補 完 す る も の と し て 構

成 し 、 眼 球 内 に 装 着 す る こ と も で き る 。

【 ０ １ ０ ７ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 及 び そ の 変 形 例 に お い て は 、 薬 剤 供 給 補 助 具 １ ０ に 薬 剤 ４ ０ を 装

着 す る 場 合 に つ い て 本 発 明 を 適 用 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 本 発 明 の 主 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲

で 他 の 場 合 に も 適 用 可 能 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ １ ０ ８ 】

１ ０ … 薬 剤 供 給 補 助 具 、 　 １ ２ … 貫 通 孔 、 　 １ ４ 、 ４ ２ 、 ５ ０ ａ 、 ５ ０ ｂ … 吸 盤 孔 、 　 ２

０ … 眼 、 　 ２ ２ … 瞳 孔 、 　 ２ ４ … 角 膜 、 　 ２ ６ ａ … 左 結 膜 、 　 ２ ６ ｂ … 右 結 膜 、 　 ４ ０ …

薬 剤 、 　 ５ ０ … 眼 用 ア ダ プ タ 、 　 ６ ０ … コ ン タ ク ト レ ン ズ 、 　 ６ ２ … 内 レ ン ズ 、 　 ６ ４ …

外 レ ン ズ 、 　 ６ ６ … 接 合 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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